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　初秋の爽やかな天候に恵まれ、第61回大

北縦断駅伝競走大会が池田町・小谷村間で

開催された。姉妹都市交流をしている河津

町も含め、11チームが郷土の名誉をかけて

その覇を競った。

　長野県下縦断駅伝競走大会よりも歴史が

あり、過去には中山竹通、福島正、小日向秀

幸などオリンピックや世界陸上選手権の出

場選手も輩出した、歴史と伝統のある駅伝

大会である。最長13.2㎞の１区、最短1.9㎞

の女子区の８区間の総合タイムで争われた。

我が白馬村はＡ・Ｂチームを予選会で選出

し、若い年代層のチームで大会に臨んだ。選

手の殆どがクロスカントリースキー経験者

又は現役であり、爆発的なスピードこそな

いものの、根気と粘り強さではどこのチー

ムにも負けず、Ａが準優勝、Ｂが４位と、地

元の声援に十分応えることができたと思う。

反省会では、サポートをしてもらった関係

者や走らせてもらったことへの感謝の気持

ちを述べ、来年こそ、優勝を目指して頑張る

ことを確認し合った。

　無気力な若者が増えている中で、目的を

もって、日々努力精進する若者たちと共通

の意識を持てたことは、私にとって無上の

喜びのひとときでもあった。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、古紙率100％の再生紙を利用し、環境にやさしい植物油型インキを使用しました。（北辰印刷）

60

21 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

夢、私たちに。

わたしのひとこと

無上のよろこび
第61回大北縦断駅伝競走大会

築いていくことに
気付くこと

森上　松倉　好乃瑞穂　大塚　善弘
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経済の建て直しこそ
真の復興につながる

堀之内　横山　義彦

　昨今の増税論調には本当にへき

えきする。何せ、財務省の増税結論

ありきで審議されているにすぎな

いからだ。マスコミの責任も大き

い。この限られた字数でいちいち

説明はしないが、長期のデフレに

陥っている日本にとって今必要な

のは、経済成長つまりＧＤＰの拡

大であって、成長こそがフローと

しての国民所得を押し上げる。ミ

クロ的にしか物を見られない市民

団体や国民の大多数は（最近の政

治家も）、政府支出に目くじらたて

て「無駄を削れ！まずは公務員給

与を引き下げよ！」「そうだ！そう

だ！」と言う論調に終始する。橋本

政権で緊縮財政をやってデフレが

加速したにもかかわらずだ（心情

的には理解するが）。麻生政権で

せっかく経済がやや上向きかけた

ところに今度は事業仕分けで元の

木阿弥。いいかげんにしてくれ！

頭が痛い時は頭痛薬、お腹が痛い

時は腹痛薬が当たり前のようにデ

フレとインフレではその処方が

違って当たり前だ。

　今年もツバメが巣を作り、ふわ

ふわ頭で、か弱く見えるのに我先

にと大きな口を開くヒナ鳥に、器

用に餌を運んでは世話をする親ツ

バメの姿に、同じ子育てする親と

して感心したり応援したり励まさ

れる思いで、巣立つまで見届ける

ことを楽しみにしております。時

には、巣が卵もろとも崩れ落ちる

悲劇もあり、潰れてしまったいく

つかの小さな命と、頭上を飛び回

る親ツバメの姿を見て切なくなっ

たこともありました。今年は、上手

とは言えない危なっかしい飛び方

で、右に左に飛び出す小さなツバ

メ達を、偶然にも我が子と一緒に

見送ることができました。私は、子

供が幼いころから、今思い出すだ

けでも胸が熱くなるくらいに、人

生の先輩方から多くの励ましをい

ただきました。生きるヒントを与

えてくださったことを、心から感

謝しております。多くの方々に見

守られ支えられていることを忘れ

ずに、これからも、この白馬で過ご

す時間を大切にしてまいります。




